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　基本目標の実現に向けた施策の方向性として３点の基本方針を設定し、基本方針に基づく具体的方策を推
進していきます。

　基本方針１　多様で豊富な歴史遺産の顕在化
具体的方策　○継続的な調査研究の推進　○下野市の歴史遺産の価値や魅力についての発信機能の強化

　基本方針２　歴史遺産の総合的な活用
具体的方策　○歴史遺産活用のための拠点づくり　○歴史遺産の多様な活用に向けての取組の推進
　　　　　　○歴史遺産保存活用のための相互連携体制の構築

　基本方針３　歴史遺産の保存と継承
具体的方策　○貴重な文化財の指定・保存　○文化財を一元管理するためのデータベースの作成

　　　　○防災・防犯体制の整備

　保存活用の方策を推進していくための仕組みづくりとして、以下の４点のテーマを歴史文化の顕在化、総合
活用、保存継続の枠組みとして設定しました。

（１）下野市の歴史文化を物語るテーマの設定　（２）関連文化財群の設定と保存活用
（３）歴史文化保存活用区域の設定と保存活用　（４）保存活用のための体制整備

下野市の歴史文化を物語るテーマの模式図

　下野市の歴史文化を物語るテーマは、歴史文
化の特性を参考としながら、歴史と民俗文化の
特性を物語る７つのテーマを設定しました。

保存活用の基本方針及び方策保存活用の基本方針及び方策

保存活用推進のための枠組み保存活用推進のための枠組み

下野市の歴史文化を物語るテーマ下野市の歴史文化を物語るテーマ



小山市

栃木市

宇都宮市

上三川町

古代官道である東山道と下野薬師寺跡、下野国分寺跡等の
律令時代の文化財群

東国随一の仏教文化の地「下野」

下野国分寺跡下野薬師寺跡 下野国分尼寺跡

箕輪城跡児山城跡 薬師寺城跡

中世の主要交通路である鎌倉道と中世の文化財群

中世武士団が守り抜いた土地「一所懸命の地　下野」

灯籠（開雲寺）小金井一里塚 

干瓢丸むき用手回し機

土地の特性を熟知して 300 年「干瓢生産」
布を作り続けて 1500 年「機織形埴輪から結城紬へ」
鎮護国家から民衆の祈りへ「地域に残された祈りの歴史」

下古山星宮神社太々神楽

三王山南塚古墳
1号墳・2号墳（史跡）

甲塚古墳出土土器
（考古資料）

甲塚古墳出土埴輪
（考古資料）

　
関連文化財群は、本市の特徴である古墳～奈良・平安時代の遺産群とすべての時代に共通する

交通拠点としての特性を表すテーマ、時代を超えたヒトとモノの交流「北・南と東・西を結ぶ一
大交通拠点」を特徴的に表し、かつ各テーマを空間的に関連づけることができるよう、各時代の
主要交通路ごとに設定しました。これらの関連文化財群について、今後、さらに調査をすすめ、
その内容を明らかにするとともに、重要なものについては市・県・国の指定文化財として保存を図
っていきます。

各時代の主要交通路と主な史跡

姿川、田川等の河川が交通の主流であった古墳時代以前の文化財群

甲塚古墳丸塚古墳 山王塚古墳

ヤマト王権との関わりと独自性を持つ

古墳文化「下野型古墳」

日光街道等の近世街道と近世～近代の文化財群、
干瓢・結城紬生産及び民俗文化財群

関連文化財群関連文化財群



しもつけ風土記の丘資料館

●しもつけ風土記の丘資料館のリニューアル

●史跡下野国分尼寺跡の第 2期保存整備事業の推進

●天平の丘公園等の再整備

●周辺史跡・遺跡のガイダンス機能の充実

●歴史的景観の保全と創出

児山城跡

●下石橋一里塚の調査と保護

●石橋・小金井地区の歴史文化まち歩き観光の推進

●児山城跡の調査

●無形民俗文化財の継承推進

●歴史的景観の保全と創出

　下野市の歴史文化の特徴を表すテーマに基づく関連文化財群が多く存在する地域　下野市の歴史文化の特徴を表すテーマに基づく関連文化財群が多く存在する地域
や、今後、文化財を活用したまちづくりの拠点となり得る地域を選び、歴史文化保存や、今後、文化財を活用したまちづくりの拠点となり得る地域を選び、歴史文化保存
活用区域を設定しました。下野市の歴史文化保存活用区域は国分寺地区、薬師寺地区、活用区域を設定しました。下野市の歴史文化保存活用区域は国分寺地区、薬師寺地区、
石橋・小金井地区、三王山地区です。石橋・小金井地区、三王山地区です。

歴史文化保存活用区域

●下野薬師寺跡の第 2期保存整備事業の推進
●下野薬師寺歴史館の機能拡充
●薬師寺地区歴史文化まち歩き観光の育成
●道の駅しもつけ、三王山ふれあい公園との
    ネットワーク
●歴史的景観の保全と創出

下野薬師寺歴史館

●三王山ふれあい公園の整備
●道の駅しもつけ、三王山ふれあい公園とのネット
ワーク

●三王山南塚 1・2号墳の国指定史跡への指定に向
けた取組と三王山古墳群の保存に向けた発掘調
査の実施

●歴史的景観の保全と創出

三王山３９号墳

歴史文化保存活用区域歴史文化保存活用区域



　

　

本構想で提示した歴史文化遺産の保存活用の具現化に向け、今後、保存活用計画の策定など具
体的な取組が必要となり、そのためにはまちづくりや地域づくりに関わる様々な施策との連携が
必須となります。特に地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（歴史まちづくり法）
による「歴史的風致維持向上計画」の策定などが必要となります。

　本構想を踏まえて、文化財行政を進めていくために必要な取組を以下の表に整理しました。こ
れらの取組を進めていくためには、市民や関係各課、周辺自治体との連携を図りながら、短期か
ら中長期にわたり継続性を保持した事業の推進が必要となります。
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